
【会社概要】�
住友電装株式会社�

  (Sumitomo  Wiring  Systems,  Ltd.)�
代表取締役社長：井上　治�

本社：三重県四日市市浜田町5番28号�

設立：大正6年12月22日�
資本金：200億42百万円(2014年3月31日現在)�

事業内容：自動車用・機器用ワイヤーハーネスの製造
販売、ワイヤーハーネス用・電気機器用部品の製造販

売、自動車用電線の製造販売�
URL：http://www.sws.co.jp/�

【導入アプリケーション】�
　Redmine、Lychee  Enterprise(Lychee  Gant  Chart、Lychee  Actual  Date�

　、Lychee  Association  Chart、Lychee  EVM)�
【導入先】�

　ES設計部門(ES設計部、SQA部)�

幅広い課題がある多数の組込みソフト
開発プロジェクトで、品質確保と
ヒューマンエラー防止を支援�
住友電装株式会社は大正6年創業
以来、自動車用ワイヤーハーネス

をはじめ、電気自動車、ハイブ
リッド車用部品、エレクトロニク

ス製品など時代のニーズに合わせ

た製品を提供し、長きにわたり社
会に貢献してきました。「より良

い製品を提供するにはどうするべ
きか」「品質をどう担保するか」

「より効率的に納期通り製品を届
けるにはどうするべきか」という

課題を解決すべく、今回オープン

ソースのプロジェクト管理ツール
Redmineと、そのプラグインとし

て開発されたLychee  Enterprise

を導入しました。�
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

今回は、この部品製造プロセス管
理をシステム化された経緯とその

効果について、導入を担当された

SQA部の原口氏にお話を伺いまし
た。�

�

まずはRedmineでプロセ

スの見える化を実現！�
�
そもそもRedmineの導入経緯は?�

「役割ごとのアクセス制限、相互

に関連付けられたWBSの見える化
と担当者や開始日・期日の設定を

徹底したかった。管理効率化とい
う命題があったことと、自身が

PMBOK(プロジェクトマネジメン

ト手法)で学んだWBSなどによる
プロジェクト進捗管理がいかに重

要かということを感じていたとこ
ろ、Redmineには構成管理や不具

合管理なども仕組みとして統合化

され一元管理ができる点が良いと
感じました」と、原口氏は導入の

きっかけを振り返っておられまし
た。�

�
また、Redmine導入の決め手につ

いては「CMMI、SPICE(ISO/IEC�

15504)といった規格でソフト
ウェア開発組織の成熟度を量るこ

とが業界では一般化しており、当
社では長らくExcel帳票を用い、工

夫しながら計画管理・要件管理・
プロセス管理・構成管理を行って

きました。うちの部品を採用して

もらうにはプロセス管理がとても
重要です。  Automotive  SPICEが

示すプロセルモデルにマッチしそ

うなソフトをベンチマーク比較し
た結果、Redmineが一番要件を満

たす製品だったんです」とおっ
しゃっています。�

“Redmineであればプロセスの見

える化ができる”という点が導入
の決め手だったようです。�

�
さらに、原口氏は「大手企業で既

に大規模運用実績があることもポ

イントの一つです」とのこと。�
既に導入事例があると、検討もし

やすいですね。�
�

�

では、�
なぜLychee  Enterpriseが

必要なのでしょうか？　�
�
�

�
・・・つづく�

問題�
・Excelの表組みでは要件、計画、構成管理の進捗反映がリアルタイム�
　に行えない�

・ファイル共有ではファイルが壊れたり誤記が発生�

・プロジェクトで作成した文書やプログラムのファイル改変履歴を別表�
　で管理しているため、一元管理できない�

課題�
・管理状況が即座に更新・共有でき、進捗確認を円滑に行いたい�

・ファイル破損、誤記の要因を排除したい�

・改変履歴の管理なども一元化し、管理対象を集約したい�

導入効果�
・業務効率化によるコスト削減�

・マネージャーと現場メンバーの認識を統一�

・プロジェクト情報を複数名が同時に更新でき、正確な情報共有が実現�

・タスクの細分化、関連性、担当者などが明確に�

「Redmine  ＋  Lychee  Enterprise」の導入事例�

～組込ソフトウェア開発における作業工数の軽減と業務効率化に関する取り組み～�

住友電装株式会社様における�
                            業務プロセスの見える化�



「Redmine  ＋  Lychee  Enterprise」�
�

「現場メンバーとマネージャー」が「同じ視点と同じ目標」で�
“一緒に　作業できる”、ちょうど良い仕組み。�

�
　Lychee  Enterpriseでの提供機能�
①ガントチャート上で直感的に操作し、直接情報の変更が可能�
②チケットに実開始日・実終了日を追加することで予実管理を実現�

③チケットの網羅性やトレーサビリティを見える化し、簡単に関連付けができる�
④EVMグラフ表示で工数集計が楽々、更にプロジェクトの状態がリアルタイムに見える化�

「Lychee  Enterprise」は「Redmine」のプラグイン�

■Lychee  Enterprise�
「Redmineに足りなかった
部分を解決！」�
「ガントチャートで進捗報告をして
もらうという運用ルールを策定し、

開発メンバーにガントチャート上で
報告を実施してもらっています」と

原口氏。�
では実際どのように利用されている

のか、引き続きお聞きしました。�

  �

①Lychee  Gantt  Chart�
「タスクを見える化するに
はまさに理想的」�
「ガントチャートは大きなタスク
に対し、さらに細分化したタスクを

見える化する為に使用しています。

例えば、必須とされる設計書作成と
いうタスクがある際に、完了してい

るのかまだなのか、前後関係は異常
がないか、承認済みではないのに

コーディングが始まっていないかな

どという確認もできる点が良いで
す」と原口氏。�

�
操作については？�

「Redmine標準のガントチャート

ではガントチャート画面とチケット
登録画面を行ったり来たりすること

が手間で大変だったんですが、
Lychee  Gantt  Chartを使うことで

そのストレスが無くなりました。�

Excelでは煩雑な手作業になってし
まうのですが、Lycheeだと先行後

続関係や関連付けを崩すことなくガ
ントチャート上でダイレクトに編集

できるので、事前にリスクを抑止で

きるようになりました。そして、実

際そのチケットを受け持っている人
をチケット一覧画面ですぐに確認で

きます。事務処理スピード、快適性
は確実に上がっていることを実感し

ています」�

�
Excelを使っていた時のやり方から

プロジェクトで使っている人も今で
はチケットベースで会話できるよう

になっているそうです。共通認識が
できているということですね。�

�

「MS  Projectはマネージャー向け
のツールであり、現場メンバーとの

連携が難しい。一方、Redmineと

Lychee  Gantt  Chartはその折り合
いをつけさせるにはちょうどいい仕

組みです。ガントチャートの機能と
してはLychee  Gantt  Chartが全て

希望している要件を満たしていま

す」と原口氏は評価されていまし
た。�

�

②Lychee  Actual  Date�
「予定と実績の差分が見え
る化」�
「ES統轄部では全作業者がLychee  

Actual  Dateで実開始日・実終了

日の入力・確認を行っています。�
Redmineだけでは予定期間しか管

理できませんでしたが、このプラグ
インによって実開始日・実終了日を

入力することができるようになり、

予実管理が視覚的にも可能になりま
した。予定と実績の差分を一目でガ

ントチャート上で確認でき、進捗状
況がわかりやすいです。�

実開始日・実終了日が表示できるこ

とで実施タスクに漏れがないかを

Webベースで一元的・視覚的に閲
覧・修正ができるので、全タスクを

共有しながら進捗確認できる点が良
いと思います」�

�

③Lychee  Association  
Chart  「ISO26262  機能
安全の観点で利用」�
Redmineとの違いは？�
「Redmineはタスクが一覧でしか

見れませんでしたが、Lychee  
Association  Chartではタスクを

図式化して表示してくれます」�

�
さらに、導入方法についてご説明い

ただきました。�
「SQA部では、やるべきタスクを

決めておき、それが確かに行われた

か、管理・共有するために使用して
います。機能安全の観点から言う

と、それだけで満たせてはいない事
は否めません。お客様の安全要求が

あり、それがソフトウェアのどの機

能に盛り込まれていて、それが妥当
か否かを保証することがサプライヤ

としての責務だと考えているからで
す。要件トレースツールとしてタス

クの担当者がLychee  Association  

Chartを使用していて、ツリー構造
で各タスクの紐づいている状態を親

子関係で見られるという点で重宝し
ています」�

  �

  �

④Lychee  EVM�
「ボタン一つで工数集計」�
「今までは全て手作業でEVMを作

成していてかなり時間がかかってい
ましたが、ボタン一つで簡単に作れ

るようになったので嬉しいです」�
このEVMを活用すれば、報告資料

もすぐに作れそうですね。�
�

  ■今後の展開�
「Excelで長年運用してきた

WBS、ファイル共有を全て移行し
ていくには既に走っているプロジェ

クトではできないので、新規プロ
ジェクトから徐々に移行を始めてい

く予定を立てています。『チケット
なければ変更なし』という運用ルー

ルの浸透を目指しています。

Redmineに関してはマニュアルを
配布したり、説明会を行ったりしま

したが、Lycheeについては説明会

を開く必要もなく、導入後に操作が
わからないという問い合わせもな

かったので、システム導入担当者と
しては負担が軽いと感じています」

と導入の手応えと今後への期待で原

口氏は締めくくりました。�
  �

�

Webベースソフトの利点は、�
　　    リアルタイムに見える化されること�

【お問い合わせ先】�
株式会社アジャイルウェア�
本社：大阪市都島区都島中通3-5-2�

　　　  英伸ビル4F�
URL：http://lychee-redmine.jp/�

メール：contact@lychee-redmine.jp�
※Lychee  Enterpriseの商品に関する
お問い合わせはWebサイトのContact

フォーム又はメールアドレスをご利用
ください。�


